
セキュリティカードの機械確認は本当にセキュリティのためか！？
１１月に入りＩＣチップ内蔵の鳥飼基地従事員証（セキュリティカード）の

本格使用が始まり、通勤バス・通勤回送・東門・西門・新事務所棟１階エレ

ベーター前などでセキュリティカードの機械よる確認を行わなければな

らなくなり社員の負担は増えました。

これに先立ち私たち修繕車両所分会は「新事務所棟に関するセキュリ

ティ及び監視カメラ設置に関する申し入れ」を会社に申し入れ、ＩＣチップ

内蔵セキュリティカードの運用方法等の解明を目指したのですが、会社

は『付議事項ではない』として業務委員会を開催せず何ら説明しようとしませんでした。

また、現場においても説明らしい説明はなく、社員が説明を求めても『・・・・・じゃないか？』

と的確に運用方法を説明できる管理者はいなかったのです。

そのために昼休みや勤務前等でのトレーニングをして、新事務所棟１Ｆエレベーター前

のゲートを通ろうとしてトラブルになったりしています。

また、通勤バス利用で東門通過時、大型バスの場合はそのまま入構するので東門での

確認はないですが、マイクロバスの場合は東門前で降車して入構するため確認が必要と

なっています。このように同じ通勤バスを利用しても確認回数が違っており、何のための

セキュリティカードの機械確認かわからないというのが通勤バス利用者の感想です。

セキュリティの名のもとに行われる社員監視・管理反対！！
アメリカでの９・１１テロ以降、日本でもセキュリティ強化が言われ、日本の大動脈を担うＪ

Ｒ東海としてもセキュリティ強化の必要性は大いにあると思います。

しかし、私たちの身近で行われている「セキュリティの為」と言われる施策には、本当に

防犯目的かと疑問に思われることも多くあるのではないでしょうか？！

なぜ、私たちの入る６階フロアだけ何台もの監視カメラが設置されているのでしょう？

私たちは、便所に行くにも・風呂に行くにも・洗濯するにも監視カメラに写されています。

監視カメラに写らずに移動することは不可能です。一方、協力会社の入っている階下の

フロアにはほとんど監視カメラが設置されていないそうです。

防犯が目的とするなら１階入り口・エレベーター前、エレベーター内、各フロアのエレベ

ーター前ぐらいで十分だと思います。監視カメラは社員を監視するために設置されてい

るとしか思えません。また、退出時にも行うことになっているセキュリティカードの機械確

認などは、どう考えてもセキュリティには関係ないように思います。退出時のセキュリティ

カードの機械確認は社員の退出時間の管理と言えます。皆さんはどう思いますか！？

私たち東海労大阪修繕車両所分会は、セキュリティ施策は必要だと思いますが、セキュ

リティの名のもとに行われる社員監視・管理には反対です。また、社員を服従させるのが

目的のような退出時などの無意味なセキュリティカードの機械確認も反対です。
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